












Ⅰ,本研究の目的 

我国における障害児保育への取組は、公的には昭和53 年 6 月 22日付厚生省児童家庭局長

通知から始まったといえる。以後 10 年をへた現在、当面する問題も当初の状況と較べると

かなりの変化がみられる。 

集団・一斉保育指向の強かった保育所の中で、そこに馴染まない障害児の姿に保育者は戸

惑い、自信を失うことも多かった当初の実情を振返る時、乳幼児数の減少もあって障害児

保育は次第に地域に根ざしたものとなりつつあることは明らかであり、保育者も積極的に

研修の機会を求めるようになってきている。 

今般、保育所保育指針の改定が進めちれている折に、障害児保育の指針たり得る手引書の

必要性が高まっている。 

本研究はそのような手引書の基礎となるべき資料の作成を目的としている。その為に、1・

現在の状況 2.現在の課題点 3.課題及び次の展望 等を明らかにする為の情報を収集す

る。 


